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開通１年後の効果について 

～交通混雑緩和による観光周遊性向上やインバウンド宿泊者増加に貢献～ 

 

 

 

 

〇今回の開通による主な整備効果 

効果１【交通混雑緩和による観光周遊性の向上に寄与】 

通過交通の転換により、富良野市街地の交通混雑が緩和し観光周遊性が向上 

効果２【インバウンド宿泊者数の増加に貢献】 

 富良野道路の整備に合せたまちづくり等により、冬期インバウンド宿泊者数が増加 

効果３【通学路の安全・安心の向上に貢献】 

 通学路を通過する大型車の転換により、通学路の安全・安心が向上 

 

※開通後の交通状況については【別紙１】をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部 

道路計画課長  伊藤  学（0166-32-4285） 

広報官      村中 智晴（0166-32-3097） 

旭川開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/as/ 

旭川開発建設部公式 Twitterアカウント @mlit_hkd_as 

平成３０年１１月２４日に開通した旭川十勝道路「富良野道路」（北の峰ＩＣ～布部ＩＣ）の

開通１年後の交通状況と効果事例についてお知らせします。 
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○ 旭川十勝道路「富良野道路」（北の峰IC~布部IC）は、平成30年11月24日の

開通後、1年間平均で約1,500台/日利用されており、国道３８号の自動車交通

の約３割が富良野道路へ転換しています。

○ 夏期観光シーズンは、交通量が増えるとともに富良野道路の利用も増加し、

約2,300台／日利用されています。

旭川十勝道路「富良野道路」（北の峰IC～布部IC）

開通後における交通状況について

▼開通区間位置図

別紙１

▼開通区間（富良野IC～布部IC）

至 富良野IC
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撮影位置：富良野市字上五区
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▼事業の位置

▼交通量の変化（A-A’断面）

資料：旭川開発建設部
（夏期観光シーズン）
開通前：平成30年7月休日
開通後：令和元年7月休日

（年平均）
開通前：平成29年11月24日～平成30年10月31日
開通後：平成30年11月24日～令和元年10月31日

富良野道路へ転換
約３割

富良野道路へ転換
約３割
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• 効率的に周れたので、移動時間を短縮でき、立寄場所を予定より増や
すことができました【道外】

• 予定よりも早く到着できたので、1ヶ所に長く滞在できました【道内】
• 走行時間が思ったより短縮できたため、予定になかった上富良野の
美術館を見学することができ思わぬ収穫となった【道内】

観光客の声（WEBアンケート調査より）

富良野市街地では、夏期観光シーズンに多くの観光客が訪れ、特に国道38号と国道237号の
交差点付近では、富良野道路開通前までの7月3連休時には大規模な交通混雑が発生。

富良野道路の開通により、通過交通が開通区間に転換し、富良野市街地の交通混雑が緩和し
たことにより観光地間の移動時間が短縮したことで、富良野地域を訪れる観光客の滞在時間
が増加し、観光周遊性が向上。

■観光周遊ルートの例と時間短縮効果

※移動時間及び観光周遊ルートは下記より算出
開通前：平成26年～平成28年

7月3連休のプローブデータ
開通後：令和元年

7月3連休のETC2.0プローブデータ

約54分

開通前開通前 開通後開通後

富良野市街地の混雑状況

交通混雑緩和による観光周遊性の向上に寄与 別紙２

●入込客数の変化（7月3連休ピーク日）
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麓郷の森
ろくごう

資料：旭川開発建設部

資料：旭川開発建設部 ※観光客WEBアンケート調査

資料：富良野市ヒアリング

フラノマルシェ ラベンダー園 麓郷の森ほか
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●富良野道路利用による効果
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平成30年11月24日 開通

L＝８.３km
（北の峰IC～布部IC）
富良野道路

約90分
約36分短縮

●観光周遊ルート
所要時間の変化

開通後

大規模な交通混雑が発生していた区間

旅行速度が向上

START GOAL

●富良野道路開通前後の旅行速度変化（7月3連休）

開通前：平成26年～平成28年7月3連休のプローブデータ
開通後：令和元年7月3連休のETC2.0プローブデータ

資料：旭川開発建設部

開通前

開通後
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旭川十勝道路沿線地域では、外国人を含め観光入込客数は増加しており、富良野市では、
インバウンド宿泊者数の増加に伴い、ホテル誘致など受け入れ環境整備が活発化。

富良野道路の整備により、富良野市や主要観光地等へのアクセス向上等が図られることから、
民間投資の活性化に期待し、リゾート産業地区を拡大するなどのまちづくりを推進。

インバウンド宿泊者数の増加に貢献

■道路整備と連携したホテル誘致促進

別紙３

富良野市役所の声
• 富良野市では、富良野道路の整備時期を見越してリゾート産業地区を拡大し、
ホテルの誘致促進等のまちづくりを進めています。

※リゾート産業地区とは、自然と調和した観光
リゾート開発（ホテル建設等）を適切に誘導等
するため、指定された特定用途制限地域

富良野道路付近でホテルの富良野道路付近でホテルの
開業・建設が活発化

令和元年12月開業

平成30年12月開業

平成30年12月開業

平成30年6月開業

:新規開業

リゾート産業地区を拡大(45ha)
（平成29年12月都市計画決定）

リゾート産業地区※

(204ha)
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• 富良野市街地では、これまで混雑に
より運行遅延が発生していましたが
、通過車両が富良野道路へ転換した
ことで、混雑が緩和し、運行遅延も
緩和されたと実感しています。

• 旭川十勝道路の整備が進むことで、
更に市街地の混雑が緩和し、より
一層円滑な運行が可能になると期待
しています。

バス事業者の声

資料：北海道観光入込客数調査（北海道）
市町村別観光入込総数（旭川十勝道路沿線地域）
※旭川十勝道路沿線地域：旭川市、東神楽町、東川町、美瑛町、
上富良野町、中富良野町、富良野市、南富良野町、占冠村

■旭川十勝道路沿線地域の観光入込客数

【宿泊施設凡例】

• 海外に向けて、スキーをはじめとし
た冬の富良野のPR活動を強化して
おり、近年はインバウンド宿泊者数
が増加しています。

• 旭川十勝道路の整備が進むことで、
更なるインバウンド観光客増加や
富良野地域のスキー場を巡るツアー
の形成等に期待しています。

ふらの観光協会の声
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平成29年12月
リゾート産業地区拡大を都市計画決定

平成30年11月24日 富良野道路開通
平成30年6月 ホテル開業 平成30年12月

ホテル開業（2件）

令和元年12月
ホテル開業

平成28年11月 富良野道路開通見通し公表

資料： 北海道観光入込客数調査報告書（北海道）
市町村別・月別訪日外国人宿泊者延数（富良野市）

（平成25年度⇒平成30年度）
約2.2倍

■富良野市インバウンド宿泊者延数の推移

富良野スキー場

TOPIC
《観光周遊バスツアーの創設》

• 地域では、滞在型スキー客を対象に、美瑛町や上富良野町、富良野市
の観光地を周遊するバスツアーを平成30年12月より運行開始。

• 運行初年度である平成30年度では、利用者の約7割がインバウンド
観光客。

訪日外国人観光客
68%

国内観光客
32%

インバウンド観光客の利用
全体の約7割

パンフレット Webサイト特設ページ 資料： バス事業者ヒアリング

《富良野道路を利用してスキー場へ訪れたインバウンド観光客》

観光入込客数
過去５年間で
約1.2倍



児童の登下校時間帯に限定
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通学路の安全・安心の向上に貢献 別紙４

富良野道路の開通により、国道38号を利用していた大型車の約2割が富良野道路へ転換し、
国道沿線の富良野市立扇山小学校では通学路における児童の安全・安心が向上。

児童からは、登下校時で開通前よりも安全になったとの声があるほか、保護者からは、大型
車の交通が少なくなり、安心して通学させることが可能と実感。

■沿線小学校の通学状況と開通前後の交通流動

至 占冠

至 滝川

：通学路（国道38号）のうち
危険と感じる交差点

交差点が存在

国道38号の通学路では、
３地点で危険と感じる

交差点が存在

富良野市立
扇山小学校

資料： 富良野市立扇山小学校ヒアリング

交通量交通量
観測地点

※拡大図

富良野市立
扇山小学校

●国道38号における開通前後の
大型車交通量の変化

• 登下校する時やお友達と遊ぶ時に道路
を歩いていて、前よりも安全になった
と思います。

• 大型車が国道を通る台数が少なくなって
いると実感でき、前より安心して通学
させる事ができています。

地域の声（富良野市立扇山小学校保護者）

• 国道38号は、農産品の出荷ピーク時期に交通事故が
多く、通行規制で出荷先への到着が遅れていましたが、
富良野道路利用により選択肢が増え、安定輸送につなが
っています。

輸送事業者の声

• 観光シーズンに富良野市街地を通らなくて良くなった
ため、交通事故発生リスクの高い区間の回避ができて
います。

輸送事業者の声

地域の声（富良野市立扇山小学校児童）

平成30年11月24日開通

L＝８.３km
（北の峰IC～布部IC）
富良野道路

至 札幌

中富良野町

富良野市

至 滝川 至 旭川

至 占冠

資料
イタルダデータ
（平成19年～平成29年）
北海道警察旭川方面本部
富良野警察署ヒアリング
（平成30年～令和元年)

富良野道路への転換により
約3割減少

富良野道路への転換により
約2割減少

開通前：平成29年11月24日～平成30年10月31日の平日
開通後：平成30年11月24日～令和元年10月31日の平日
※登下校時間帯（7時～8時台、14時～15時台の合計）

資料：旭川開発建設部

●開通前後の大型車交通状況
開通前 開通後

富良野道路国道38号国道38号

大型車交通が
富良野道路へ

転換


